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明
治
初
期
、
ワ
イ
ン
が
本
格
的
に
産
業
化

し
た
の
も
勝
沼
で
あ
っ
た
。大
正
期
に
は
、

欧
州
系
品
種
の
導
入
、
養
蚕
業
の
衰
退
に

伴
い
、
桑
畑
が
ブ
ド
ウ
畑
に
転
換
さ
れ
て

い
っ
た
。

観
光
農
園
も
明
治
期
に
発
生
し
た
が

（
明
治
25
年
宮
光
園
）、
大
き
く
発
展
し
た

の
は
戦
後
、
１
９
５
８
年
の
新
笹
子
ト
ン

ネ
ル
開
通
（
国
道
20
号
線
）
や
、
１
９
７

７
年
の
中
央
自
動
車
道
の
開
通
で
、
団
体

ベ
ー
ス
の
観
光
客
が
増
え
た
こ
と
が
要
因

だ
。
そ
の
後
も
、
マ
イ
カ
ー
に
よ
る
家
族

連
れ
観
光
客
が
増
え
た
。
近
年
は
農
家
の

高
齢
化
、
後
継
者
不
足
に
よ
っ
て
減
少
し

て
い
る
が
、
今
で
も
観
光
ブ
ド
ウ
園
は
１

５
０
軒
あ
る
。
一
方
、
少
子
高
齢
化
の
影

響
も
あ
っ
て
、
近
年
は
ブ
ド
ウ
狩
り
よ
り

の
散
策
も
人
気
の
背
景
だ
。
観
光
客
は
女

性
客
が
多
い
。
女
性
比
率
６
割
以
上
と
い

わ
れ
る
。「
ワ
イ
ン
は
女
性
を
呼
ぶ
！
」

は
至
極
名
言
と
思
う
（
山
梨
日
日
新
聞
18

年
12
月
24
日
付
け
「
時
標
」）。

洒
落
た
レ
ス
ト
ラ
ン
が
多
い
。
ワ
イ
ナ

リ
ー
付
設
も
あ
る
が
、
独
立
し
た
街
の
レ

ス
ト
ラ
ン
も
洒
落
た
も
の
が
多
い
。
勝
沼

バ
イ
パ
ス
沿
い
の
下
岩
崎
に
あ
る
ビ
ス
ト

ロ
に
入
る
と
、
こ
こ
は
東
京
銀
座
の
有
名

フ
ラ
ン
ス
料
理
店
の
シ
ェ
フ
が
開
業
し
た

フ
レ
ン
チ
で
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
人
ツ

ア
ー
客
も
大
勢
い
た
。
景
観
と
美
食
が
楽

し
め
る
。

勝
沼
は
ブ
ド
ウ
発
祥
の
地
で
あ
る
が
、

勝
沼
（
甲
州
市
）
は
結
構
、
観
光
地
で

あ
る
。人
口
８
０
０
０
人
の
小
さ
な
町
に
、

年
間
２
５
０
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
る
。

人
口
１
人
当
た
り
の
入
込
観
光
客
数
は
、

鎌
倉
市
１
１
８
人
、
北
海
道
富
良
野
市
83

人
、
な
ど
で
あ
る
が
、
勝
沼
は
３
０
０
人

で
あ
る
（
表
１
参
照
）。
超
有
名
な
観
光

地
よ
り
、
勝
沼
は
観
光
密
度
が
高
い
。
ち

な
み
に
、
軽
井
沢
は
４
４
９
人
で
あ
る
。

軽
井
沢
を
除
け
ば
、
勝
沼
は
最
上
位
に
あ

る
。
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
観
光
地
域
と

い
え
よ
う
。

観
光
農
園
で
の
ブ
ド
ウ
狩
り
、
ワ
イ
ナ

リ
ー
で
の
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
や
ワ
イ
ン
購

入
の
客
が
多
い
。
風
光
明
媚
な
田
園
都
市
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叶 芳和

勝
沼
は
ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
人
気
で
観
光
地
と
し
て
発
展
し
て
い
る
。
日
本
一
の
ぶ
ど
う
郷
が
６
次
産

業
化
し
た
。
大
資
本
の
立
地
よ
り
、
ま
ず
ブ
ド
ウ
栽
培
者
あ
り
き
で
あ
る
。
地
域
を
支
え
る
ブ
ド
ウ
栽

培
農
家
、
観
光
農
園
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
実
態
を
観
た
い
。
日
常
の
原
風
景
で
あ
る
。

６
次
産
業
化
し
た
町
ぶ
ど
う
郷
勝
沼　

ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
人
気

（
山
梨
県
勝
沼
地
区
）

日
本
ワ
イ
ン
比
較
優
位
産
業
論　

現
地
ル
ポ　
第
４
回

農業は

になった！

先進国型産業

24
１��

ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
観
光
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ん
中
に
位
置
し
、
ブ
ド
ウ
の
ほ
か
一
切
な

い
地
域
だ
。
久
保
田
氏
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
に
優
れ
、新
品
種
開
発
に
も
積
極
的
で
、

「
赤
い
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
も
持
っ

て
い
る
。

大
学
で
経
済
学
を
学
び
（
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
に
興
味
）、
２
０
０
１
年
卒
業
、
父

の
跡
を
継
い
で
就
農
し
た
。
当
時
の
売
上

高
は
２
０
０
０
万
円
。
03
年
に
テ
レ
ビ
の

「
王
様
の
ブ
ラ
ン
チ
」
に
取
り
上
げ
ら
れ
、

売
上
は
４
０
０
０
万
円
に
増
大
、そ
の
後
、

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ブ
ド
ウ
の
紹
介
や
、

ト
イ
レ
を
綺
麗
に
す
る
な
ど
の
改
善
の
結

果
、
６
５
０
０
万
円
、
７
５
０
０
万
円
と

伸
び
、
近
年
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
効

果
で
１
億
円
に
上
昇
し
た
。
大
学
で
学
ん

だ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法
を
活
か
し
た
と

い
う
。
ア
レ
ヨ
ア
レ
ヨ
と
い
う
間
に
、
１

億
円
に
な
っ
た
。本
人
曰
く「
バ
ブ
ル
だ
」。

久
保
田
園
は
経
営
面
積
２
・
４
ha
で
あ

る
。
ブ
ド
ウ
狩
り
観
光
農
園
、
通
販
を
し

て
い
る
。シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト（
30
ａ
）、

巨
峰
・
ピ
オ
ー
ネ
（
70
ａ
）
な
ど
、
約
50

種
類
の
ブ
ド
ウ
を
栽
培
し
て
い
る
（
ま
だ

販
売
し
て
い
な
い
も
の
を
含
め
る
と
80
種

類
）。
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
は
06
年
に

品
種
登
録
さ
れ
た
新
し
い
品
種
で
、
糖
度

が
高
く
、
果
皮
は
青
々
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
果
皮
が
薄
く
て
柔
ら
か
く
、
皮
ご
と

食
べ
ら
れ
、
ジ
ュ
ー
シ
ー
で
上
品
な
甘
み

と
香
り
が
楽
し
め
る
。
現
在
、
一
番
人
気

の
あ
る
品
種
で
あ
る
。
市
場
価
格
は
巨
峰

１
０
０
０
円
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
１

７
０
０
～
１
８
０
０
円
で
あ
る
。
久
保
田

園
は
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
だ
け
で
売
上

が
数
千
万
円
に
な
る
（
注
、
仕
入
れ
を
含

め
て
。
販
売
の
30
～
40
％
は
仕
入
れ
分
）。

ブ
ド
ウ
狩
り
の
価
格
は
、
ど
の
品
種
も

１
６
０
０
円
／
㎏
に
し
て
い
る
（
今
年
か

ら
は
シ
ャ
イ
ン
は
値
上
げ
予
定
）。
こ
う

す
る
こ
と
で
、消
費
者
が
ど
れ
を
買
う
か
、

選
好
を
見
や
す
い
。「
自
分
は
売
れ
る
も

の
を
作
る
。
あ
る
も
の
を
ど
う
売
る
か
、

こ
れ
は
農
家
の
姿
だ
」。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
に
秀
で
て
い
る
久
保
田
氏
の
経
営
戦
略

で
あ
る
。

赤
い
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

久
保
田
園
は
、「
赤
い
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
」
を
持
っ
て
い
る
。
シ
ャ
イ
ン
マ

ス
カ
ッ
ト
の
果
皮
は
青
色
で
あ
る
が
、
13

年
に
果
皮
が“
赤
い
”シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
を
売
り
出
し
た
。
久
保
田
氏
が
開
発
し

た
新
品
種
で
あ
る
。「
赤
い
シ
ャ
イ
ン
マ

ス
カ
ッ
ト
」
と
は
“
ワ
ー
ド
”
が
す
ご
い
。

集
客
力
が
あ
る
。「
他
人
が
何
を
言
っ
て

も
、
う
ち
が
一
番
だ
。
客
は
う
ち
に
集
中

し
て
い
る
」

今
、
久
保
田
氏
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
を

３
品
種
持
っ
て
い
る
。
差
別
化
に
成
功
し

て
い
る
と
い
う
。
こ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
「
１
億
円
農
家
」
の
背
景
だ
。

１
３
０
０
年
の
歴
史
が
あ
る
在
来
品

種
、
甲
州
種
も
栽
培
し
て
い
る
。
生
食
用

も
ワ
イ
ナ
リ
ー
訪
問
客
の
方
が
増
え
て
い

る
よ
う
だ
。

現
在
、
山
梨
県
に
は
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
81

あ
る
が
、
そ
の
う
ち
32
が
勝
沼
地
区
に
立

地
す
る
日
本
一
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
集
積
地
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
勝
沼
は
ブ
ド
ウ
栽

培
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
１
次
産
業
と
し
た

２
次
産
業
（
ワ
イ
ン
製
造
）、
第
３
次
産

業
（
観
光
）
の
集
積
で
栄
え
て
き
た
。
現

在
も
、
表
２
に
示
す
よ
う
に
、
農
家
の

95
％
は
ブ
ド
ウ
を
栽
培
し
、
経
営
耕
地
面

積
の
83
％
は
ブ
ド
ウ
園
が
占
拠
し
、
就
業

者
の
36
％
は
ブ
ド
ウ
を
は
じ
め
と
し
た
農

業
に
従
事
し
て
い
る
。
勝
沼
は
ブ
ド
ウ
依

存
度
の
高
い
地
域
で
あ
る
（
注
）。

生
活
面
で
も
、
結
婚
式
や
懇
親
の
集
ま

り
で
は
清
酒
で
は
な
く
、
ワ
イ
ン
を
一
升

瓶
か
ら
湯
飲
み
茶
碗
で
が
ぶ
飲
み
す
る
な

ど
、
生
活
習
慣
の
中
に
ワ
イ
ン
文
化
が
浸

透
し
て
い
る
。

（
注
）
２
０
１
９
年
１
月
、
勝
沼
を
含
む
「
峡
東
地

域
の
扇
状
地
に
適
し
た
果
樹
農
業
シ
ス
テ
ム
」
が

日
本
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
、
現
在
、「
世
界
農
業

遺
産
」
に
認
定
申
請
中
で
あ
る
。

表１：入込観光客数の比較

市町村別 人 口 延べ人数 人口1人当たり

甲州市 32 3,132 99

（旧勝沼町） 8 2,480 296

甲府市 193 4,877 25

北杜市 45 6,005 133

富士吉田市 49 7,661 156

富士河口湖町 25 6,829 270

長野県松本市 243 5,123 21

　〃　軽井沢町 19 8,529 449

　〃　小布施町 11 （1,100） 103

　〃　安曇野市 95 5,088 54

神奈川県鎌倉市 173 20,424 118

北海道函館市 266 5,250 20

　〃　小樽市 122 8,060 66

　〃　富良野市 23 1,890 83

　〃　美瑛町 10 1,680 163

（注）‌�人口は2015国勢調査。入込観光客数は2018年。
北海道は実人数。小布施町の（　）内は10年前の値。

（単位：千人、人口比は人）２��

ぶ
ど
う
狩
り
・
通
信
販
売　

売
上
１
億
円

�

︱
︱
久
保
田
園　

久
保
田
雅
史
氏

勝
沼
は
ブ
ド
ウ
狩
り
観
光
農
園
が
多

い
。
久
保
田
園
（
４
代
目
園
主
・
久
保
田

雅
史
氏
）
は
売
上
高
１
億
円
、
一
番
人
気

の
観
光
ブ
ド
ウ
園
で
あ
る
。
勝
沼
の
ど
真
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の
ほ
か
、
ワ
イ
ン
向
け
加
工
用
も
栽
培
し

て
い
る
。加
工
用
の
収
量
は
生
食
用
の
１
・

５
倍
で
、
10
ａ
当
た
り
２
～
２
・
５
ｔ
、

粗
収
入
10
ａ
当
た
り
40
万
円
に
な
る
。

加
工
用
の
分
は
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
向
け
販

売
３
０
０
～
４
０
０
㎏
、
残
り
３
０
０
㎏

は
自
家
用
の
た
め
委
託
醸
造
し
て
い
る

（
７
２
０
㎖
３
０
０
本
、
マ
ル
サ
ン
葡
萄

酒
）。
自
家
用
の
ワ
イ
ン
は
、
ブ
ド
ウ
狩

り
に
来
園
す
る
観
光
客
に
販
売
し
て
い
る

（
白
１
５
０
０
円
）。

久
保
田
園
の
ブ
ド
ウ
狩
り
に
は
年
間
２

万
５
０
０
０
人
も
来
る
。
９
月
の
ト
ッ
プ

シ
ー
ズ
ン
に
は
１
日
１
５
０
０
人
、
去
年

は
２
０
０
０
人
も
来
た
と
い
う
。

労
働
力
は
、
常
雇
１
人
、
５
月
以
降
は

主
婦
パ
ー
ト
も
使
う
。
栽
培
の
時
期
は
10

人
、
収
穫
期
の
９
月
は
30
人
雇
用
す
る
。

時
給
１
２
５
０
円
、
１
日
１
万
円
、
月
収

25
万
円
で
あ
る
。

筆
者
コ
メ
ン
ト
：
久
保
田
園
の
高
収
益

の
背
景
に
は
、
ブ
ド
ウ
栽
培
業
界
の
供
給

力
の
低
下
も
あ
る
。
表
２
、
３
に
示
す
よ

う
に
、
近
年
、
高
齢
化
な
ど
か
ら
農
家
数

が
減
少
し
、
出
荷
量
も
減
少
し
て
い
る
。

消
費
需
要
は
こ
れ
ほ
ど
の
減
少
は
な
い
の

で
、
価
格
が
上
昇
し
（
高
級
化
要
因
も
大

き
い
）、
残
っ
て
い
る
農
家
は
そ
の
恩
恵

を
受
け
て
い
る
。「
残
存
者
利
益
」
だ
。

ブ
ド
ウ
価
格
は
㎏
当
た
り
、
05
年
４
７
８

円
、
10
年
６
０
０
円
、
15
年
６
２
９
円
、

17
年
８
０
２
円
と
上
昇
し
た
。
労
働
集
約

型
作
目
一
般
で
み
ら
れ
る
興
味
深
い
現
象

が
こ
こ
で
も
確
認
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

成
果
も
大
き
い
。

表2：勝沼町のブドウ農家の推移

農業経営体等 就業構造

農業経営
体数

 販売目的でブドウ栽培
就業者数 農業

従事者
比率

（%）農家数 栽培面積

2005 1,194 　　… 623 5,244 2,055 39.2 

2010 1,084 1,043 　　… 5,063 1,694 33.5 

2015 989 944 571 4,816 1,744 36.2 

山梨県 17,970 7,247 3,103 409千 28千 6.9 

全国 1,377千 32,169 12,997 8,919千 2,004千 3.4 

（単位：戸、ha、人）

表3：ブドウ生産の推移（山梨県）

結果樹面積 出荷量 産出額  平均単価

2000 4,230 54,800 263 480

2005 4,140 52,100 249 478

2010 4,060 41,800 251 600

2015 3,910 38,500 242 629

2016 3,860 39,600 281 710

2017 3,820 40,400 324 802

（単位：ha、t、億円、円／㎏）

（資料）農水省「作物統計」、「生産農業所得統計」。

３
毎
年
、
ブ
ド
ウ
に
点
数
を
付
け
ら
れ
て
い
る

�

︱
︱
加
工
用
ブ
ド
ウ
専
業　

矢
野
貴
士
氏

矢
野
貴
士
氏
（
１
９
８
０
年
生
）
と
の

出
会
い
は
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
甲

州
市
の
農
業
経
営
者
た
ち
と
懇
談
す
る
機

会
が
あ
り
、
筆
者
は
ブ
ド
ウ
農
家
の
将
来

の
姿
に
つ
い
て
私
論
を
述
べ
た
。
近
い
将

来
、
ブ
ド
ウ
栽
培
の
経
営
形
態
は
多
様
化

す
る
。
観
光
園
を
含
め
て
生
食
用
ブ
ド
ウ

を
栽
培
す
る
農
家
、
生
食
用
と
ワ
イ
ン
醸

造
向
け
加
工
用
ブ
ド
ウ
を
栽
培
す
る
兼
業

農
家
の
ほ
か
、“
加
工
用
専
業
”
が
発
生

し
多
様
化
し
て
い
く
だ
ろ
う
と
予
想
を
述

べ
、
皆
に
感
想
を
求
め
た
。
価
格
が
安
く

経
営
が
成
り
立
た
な
い
と
見
ら
れ
る
「
加

工
用
専
業
」
な
ど
誰
も
考
え
て
い
な
か
っ

た
。約

40
年
前
、
筆
者
は
「
４
つ
の
革
命
」

を
提
唱
し
、“
借
地
に
よ
る
規
模
拡
大
”

と
い
う
「
土
地
革
命
」
を
展
望
し
た
（
拙

稿
「
農
業
革
命
を
展
望
す
る
」『
経
済
評

論
』
１
９
８
０
年
11
月
号
。
拙
著
『
農
業
・

先
進
国
型
産
業
論
』
所
収
）。
こ
の
借
地

農
業
論
か
ら
演え
ん

繹え
き

し
た
、
理
論
上
の
農
家

タ
イ
プ
が
「
加
工
用
専
業
農
家
」
で
あ
っ

て
、
現
実
に
は
ま
だ
存
在
し
て
い
な
か
っ

た
（
と
思
っ
て
い
た
）。
と
こ
ろ
が
、「
す

で
に
一
人
い
ま
す
よ
。
熊
本
か
ら
最
近
来

た
人
」
と
い
う
発
言
が
あ
っ
た
。
皆
驚
い

た
。
そ
こ
で
、
調
べ
て
も
ら
っ
て
、
矢
野

貴
士
氏
に
会
っ
た
。
矢
野
氏
と
の
出
会
い

は
衝
撃
的
で
あ
っ
た
。

矢
野
氏
は
熊
本
生
ま
れ
、福
岡
出
身
で
、

飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
を
転
々
と
し
、
ホ
テ
ル

オ
ー
ク
ラ
福
岡
で
ワ
イ
ン
に
触
れ
る
機
会

が
あ
っ
た
。「
地
場
品
種
」
に
魅
力
を
感

じ
、
８
年
前
、
甲
州
市
に
来
た
。
他
の
産

地
は
欧
州
系
や
世
界
品
種
で
あ
っ
た
。
勝

沼
町
下
岩
崎
の
「
レ
ス
ト
ラ
ン
風
」
に
就

職
。
当
初
は
正
社
員
で
あ
っ
た
が
、
途
中

で
バ
イ
ト
に
し
て
も
ら
っ
て
、
３
年
間
、

朝
は
畑
（
借
地
）、
昼
間
は
「
レ
ス
ト
ラ

ン
風
」
で
働
き
、
夕
方
は
畑
の
仕
事
を
し

た
。
４
年
前
、ブ
ド
ウ
栽
培
農
家
（
借
地
）

一
本
鎗
に
な
っ
た
。
甲
州
市
の
ア
グ
リ
マ

ス
タ
ー
制
の
支
援
を
受
け
て
、
ブ
ド
ウ
棚

（出所）「農林業センサス」。就業構造は統計局「就業構造基本調査」。山梨県、全国は2015年値。
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掛
け
職
の
仕
事
を
研
修
し
た
。

現
在
、
経
営
耕
地
面
積
は
１
・
６
ha
で

あ
る
（
自
作
13
ａ
、
借
地
１
・
５
ha
）。

高
齢
農
家
や
じ
い
さ
ん
が
他
界
し
た
農
家

な
ど
８
戸
の
地
主
か
ら
借
地
し
て
い
る
。

耕
作
放
棄
地
に
す
る
と
周
辺
か
ら
嫌
が
ら

れ
る
よ
う
で
あ
る
。

地
代
は
、
全
部
（
１
・
５
ha
）
で
10
万

円
。
10
ａ
当
た
り
６
６
０
０
円
だ
。
安
い
。

粗
収
入
は
10
ａ
当
た
り
60
万
円
、
１
・
５

ha
で
９
０
０
万
円
（
推
定
）
で
あ
る
か
ら
、

地
代
の
売
上
高
原
価
は
１
％
で
あ
る
。
今

後
も
借
地
で
規
模
拡
大
し
、
２
年
後
、
３

ha
を
目
指
し
て
い
る
。
す
べ
て
加
工
用
ブ

ド
ウ
で
あ
る
。
品
種
は
甲
州
（
60
ａ
）、

デ
ラ
ウ
ェ
ア
、マ
ス
カ
ッ
ト
ベ
ー
リ
ー
Ａ
、

ピ
ノ
ヌ
ワ
ー
ル
な
ど
。
将
来
、
ど
の
品
種

も
増
や
す
が
、
日
本
食
に
合
わ
せ
や
す
い

甲
州
が
多
く
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

こ
の
地
域
の
ブ
ド
ウ
農
家
は
生
食
用
と

加
工
用
の
「
兼
業
」
が
多
い
。
加
工
用
専

業
は
矢
野
氏
だ
け
で
あ
る
。
加
工
専
業
で

や
る
と
い
う
と
、「
無
理
ム
リ
と
い
わ
れ

た
」。
加
工
用
は
単
価
が
安
い
か
ら
だ
。

実
際
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
は
１
５
０

０
円
／
㎏
、
観
光
園
卸
し
８
０
０
円
、
こ

れ
に
対
し
、
加
工
用
の
甲
州
は
Ｊ
Ａ
買
取

り
２
４
０
円
で
あ
る
。

ブ
ド
ウ
が
働
き
を
採
点
し
て
い
る

加
工
用
ブ
ド
ウ
は
「
粗
放
的
栽
培
」
と

い
わ
れ
る
。
規
模
拡
大
で
き
る
の
も
、
粗

放
的
栽
培
で
済
む
か
ら
だ
。
筆
者
が
そ
う

指
摘
す
る
と
、
矢
野
氏
「
片
手
間
で
は
な

く
、
一
生
懸
命
、
醸
造
用
ブ
ド
ウ
を
作
っ

て
い
る
。
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
一
生
懸
命
ワ
イ

ン
造
っ
て
い
る
よ
う
に
」「
摘
粒
が
あ
る

か
な
い
か
だ
け
の
違
い
で
す
」「
愛
情
欲

し
な
い
生
物
は
い
な
い
。
手
を
掛
け
た
ら

掛
け
た
だ
け
反
応
し
て
く
れ
る
」。

「
ブ
ド
ウ
は
人
を
見
て
い
る
。
手
抜
き
は

で
き
な
い
」「
ブ
ド
ウ
は
黙
っ
て
見
て
い

て
採
点
す
る
。“
お
前
の
働
き
は
こ
う
だ

よ
”
と
。
５
０
０
円
／
㎏
の
ブ
ド
ウ
だ
っ

た
り
、
２
０
０
円
の
ブ
ド
ウ
だ
っ
た
り
」

「
手
を
抜
い
た
ら
手
を
抜
い
た
だ
け
の
収

入
に
な
る
。
や
っ
た
ら
や
っ
た
だ
け
の
収

入
に
な
る
」

矢
野
氏
は
「
毎
年
、
ブ
ド
ウ
に
点
数
を

付
け
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
。
ブ
ド
ウ
が

矢
野
氏
の
働
き
を
採
点
し
て
い
る
、
そ
れ

が
ブ
ド
ウ
の
価
格
だ
と
い
う
。
な
ん
と
素

晴
ら
し
い
哲
学
だ
ろ
う
。

今
年
２
０
０
円
の
ブ
ド
ウ
だ
っ
た
ら
、

来
年
は
３
０
０
円
と
採
点
さ
れ
た
い
と
頑

張
る
の
が
普
通
だ
。
だ
か
ら
、
粗
放
的
栽

培
だ
な
ん
て
こ
と
は
な
い
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
哲
学
で
経
営
し
て
い
る
以

上
、
矢
野
氏
は
将
来
、
立
派
な
経
営
者
に

な
る
と
確
信
し
た
。

矢
野
氏
の
ブ
ド
ウ
は
、
２
４
０
円
／
㎏

も
あ
る
が
、
３
０
０
円
、
５
０
０
円
も
あ

る
。
も
っ
と
高
く
て
も
い
い
よ
と
い
っ
て

買
っ
て
く
れ
る
そ
う
だ
。

栽
培
者
の
名
前
入
り
ワ
イ
ン

取
引
先
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
、
各
栽
培
者
の

ブ
ド
ウ
を
ブ
レ
ン
ド
し
て
醸
造
す
る
こ
と

が
多
い
が
、
矢
野
氏
は
自
分
だ
け
の
「
単

一
」
の
ブ
ド
ウ
で
醸
造
し
て
く
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
る
。
こ
の
タ
ン
ク
は
矢
野
の

タ
ン
ク
と
決
め
ら
れ
て
、
栽
培
者
の
名
前

が
ボ
ト
ル
の
ラ
ベ
ル
に
載
る
（
畑
の
代
わ

り
に
、
栽
培
者
の
名
前
入
り
）。
こ
の
ワ

イ
ン
は
矢
野
の
ブ
ド
ウ
で
造
っ
た
も
の
と

名
前
が
入
る
と
、
励
み
に
な
る
と
い
う
。

す
で
に
そ
う
い
う
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
あ
る
よ

う
だ
。「
日
本
ワ
イ
ン
」
表
示
規
制
に
な

り
、
原
料
ブ
ド
ウ
が
不
足
気
味
に
な
っ
て

い
る
以
上
、
原
料
ブ
ド
ウ
を
確
保
す
る
た

め
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
側
の
対
応
も
変
化
が
出

て
き
た
よ
う
だ
。

農
業
経
営
者
と
し
て
の
「
小
作
」
の
優

位
性
を
見
る
思
い
が
す
る
。
矢
野
氏
は
最

近
、
菱
山
地
区
に
古
民
家
を
買
い
転
居
し

た
。
新
住
民
な
が
ら
最
古
参
に
な
り
、
地

域
を
支
え
る
人
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

４
委
託
醸
造　

共
同
組
合
型
ワ
イ
ナ
リ
ー

�

︱
︱
㈲
マ
ル
サ
ン
葡
萄
酒　

若
尾
亮
氏

勝
沼
は
、
戦
前
か
ら
、
農
家
が
地
区
や

集
落
ご
と
に
組
織
し
た
共
同
醸
造
組
合
に

よ
る
小
規
模
な
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
沢
山
あ
る
。

㈲
マ
ル
サ
ン
葡
萄
酒
（
若
尾
亮
代
表
）
も
、

１
９
３
５
年
（
昭
和
10
年
）、
地
域
の
共
同

醸
造
場
「
勝
沼
第
５
地
区
ぶ
ど
う
酒
共
同

組
合
」が
前
身
で
あ
る
。
63
年（
昭
和
38
年
）

法
人
化
し
、
マ
ル
サ
ン
葡
萄
酒
に
な
っ
た
。

ブ
ド
ウ
狩
り
観
光
園
「
若
尾
果
樹
園
」

も
経
営
し
て
い
る（
50
年
前
か
ら
）。
現
在
、

果
樹
園
60
ａ
に
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
、

ピ
オ
ー
ネ
な
ど
、
25
種
類
の
ブ
ド
ウ
品
種

を
栽
培
し
て
い
る
。
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
は
１
８
０
０
円
／
㎏
、
ピ
オ
ー
ネ
は
１

５
０
０
円
で
販
売
し
て
い
る
。
醸
造
施
設

の
横
に
つ
い
た
階
段
を
上
が
る
と
、
展
望

台
に
な
っ
て
い
る
。
山
々
と
そ
の
麓
に
広

が
る
ブ
ド
ウ
畑
の
景
観
が
素
晴
ら
し
い
。

ワ
イ
ン
醸
造
は
、
甲
州
種
ブ
ド
ウ
使
用

量
２
万
５
０
０
０
㎘
（
ワ
イ
ン
７
２
０
㎖

で
２
万
５
０
０
０
本
）
で
あ
る
。
年
産
２

万
５
０
０
０
本
の
う
ち
、
４
割
（
１
万
本
）

は
委
託
醸
造
分
で
あ
る
（
農
家
数
30
軒
）。

農
家
が
ブ
ド
ウ
を
持
っ
て
き
て
、
手
数
料

を
も
ら
っ
て
醸
造
、
全
量
引
き
取
っ
て
も

ら
う
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
農
家
は
ワ
イ
ン

を
自
分
の
観
光
園
で
販
売
し
て
い
る
。
ブ

ド
ウ
１
㎏
で
ワ
イ
ン
１
本
（
７
２
０
㎖
）

で
き
る
が
、
多
い
人
で
５
０
０
本
。
委
託

醸
造
分
は
皆
、
一
緒
の
タ
ン
ク
で
醸
造
す

る
。（
注
、
勝
沼
に
は
１
０
０
％
委
託
醸
造

か
ら
な
る
ワ
イ
ナ
リ
ー
も
あ
る
。「
ブ
ロ
ッ

ク
ワ
イ
ナ
リ
ー
」
と
い
う
）。

つ
ま
り
、
２
・
５
万
本
の
う
ち
、
１
万

本
は
委
託
醸
造
、
１
・
５
万
本
は
若
尾
氏

が
販
売
す
る
分
で
あ
る
。
出
荷
は
県
内
外
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従
業
員
は
１
人
パ
ー
ト
の
み
。
ど
う
す
る

か
。
義
父
の
考
え
は
「
全
部
ワ
イ
ン
に
す

る
、
畑
は
甲
州
」
の
方
向
の
よ
う
で
あ
る

が
、
若
尾
氏
は
ワ
イ
ン
の
生
産
本
数
を
減

ら
し
（
２
万
本
以
下
に
）、
生
食
用
（
観
光

園
）
は
維
持
の
方
向
を
考
え
て
い
る
。
い

ま
日
本
ワ
イ
ン
ブ
ー
ム
だ
が
、ワ
イ
ン
ブ
ー

の
飲
食
店
や
酒
屋
に
出
す
。
売
店
売
り
が

２
～
３
割
近
く
あ
る（
本
数
ベ
ー
ス
）。
８
、

９
、
10
月
に
仕
込
ん
だ
も
の
を
３
月
に
瓶

詰
め
し
、１
年
間
で
売
り
切
る
（
ビ
ン
テ
ー

ジ
な
し
）。
こ
の
冬
は
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
客

が
多
か
っ
た
と
い
う
。

「
混
醸
」
も
あ
る
。
観
光
園
で
余
っ
た
ブ

ド
ウ
を
全
部
つ
ぶ
し
て
造
る
（
ロ
ゼ
ワ
イ

ン
が
で
き
る
）。
従
来
、
畑
に
捨
て
て
い
た

ブ
ド
ウ
だ
。
混
醸
（
ブ
レ
ン
ド
）
の
割
合

は
毎
年
変
わ
る
が
、
例
え
ば
２
０
１
７
年

産
は
ピ
オ
ー
ネ
23
％
、
マ
ス
カ
ッ
ト
ベ
ー

リ
ー
Ａ
９
％
、
巨
峰
７
％
な
ど
で
、「
若
尾

果
樹
園
２
０
１
７
」
ワ
イ
ン
と
し
て
２
１

６
０
円
で
売
り
出
し
た
。
好
評
の
よ
う
だ
。

10
年
か
ら
こ
の
混
醸
を
始
め
た
。

若
尾
氏
の
甲
州
は
、
棚
式
で
栽
培
し
、

10
ａ
当
た
り
１
・
５
～
１
・
６
ｔ
と
少
な
い
。

房
の
調
整
は
し
な
い
と
い
う
。
農
家
か
ら

買
い
取
る
甲
州
は
２
３
０
～
２
５
０
円
／

㎏
。
繋
が
り
を
考
え
て
、
悪
く
な
い
価
格

で
買
っ
て
い
る
と
い
う
。

時
代
を
考
え
る
時
あ
り

ワ
イ
ン
醸
造
減
ら
し
、
観
光
園
維
持

若
尾
園
の
歴
史
は
古
い
。
果
樹
栽
培
は

江
戸
中
期
に
は
手
掛
け
て
い
た
。
当
地
は

甲
州
街
道
の
宿
場
町
で
、
街
道
沿
い
で
脇

本
陣
（
役
人
た
ち
専
用
の
宿
泊
所
）
を
経

営
し
て
い
た
。
通
貨
も
若
尾
家
で
発
行
し

て
い
た
ら
し
い
。
明
治
に
な
っ
て
、
特
定

郵
便
局
も
し
て
い
た
。

ブ
ド
ウ
狩
り
観
光
園
は
50
年
前
に
始
ま

る
が
、
一
見
客
は
１
割
、
９
割
は
常
連
で

あ
る
。
女
性
客
が
６
割
以
上
だ
。
ブ
ド
ウ

狩
り
に
来
る
お
客
さ
ん
た
ち
は
、「
お
父
さ

ん
お
母
さ
ん
、
い
る
か
」「
お
ぉ
、
お
じ
さ

ん
久
し
ぶ
り
」
と
や
っ
て
く
る
。
一
番
、

お
客
さ
ん
を
離
さ
な
い
商
売
の
仕
方
だ
。

若
尾
氏
に
い
わ
せ
る
と
、
こ
の
接
客
は
父

母
が
何
十
年
も
前
か
ら
や
っ
て
い
た
こ
と

だ
が
、「
今
っ
ぽ
い
」
と
い
う
。
食
べ
放
題

な
ど
や
る
と
、
こ
の
や
り
方
は
変
わ
る
と

み
て
い
る
。

若
尾
氏
は
、
歴
史
を
振
り
返
り
な
が

ら
、
時
代
の
こ
と
を
考
え
る
時
が
あ
る
と

い
う
。
08
年
に
婿
養
子
で
若
尾
家
に
入
っ

た
。
あ
と
10
年
、
自
分
の
仕
事
が
増
え
る
。

生
食
用
ブ
ド
ウ
は
手
間
が
か
か
る
。
一
方
、

ム
は
気
に
し
な
い
。
Ｅ
Ｐ
Ａ
も
う
ち
に
は

影
響
し
な
い
と
み
て
い
る
。

若
尾
氏
は
、
長
期
思
考
を
よ
く
す
る
、

地
道
な
人
で
あ
る
。
昔
の
戦
い
で
い
え
ば

「
籠
城
型
」
を
思
わ
せ
る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
に
秀
で
た
先
述
の
久
保
田
雅
史
氏
と
対

照
的
で
あ
る
。

５
手
搾
り
の
葡
萄
酒　

農
家
組
合
ワ
イ
ナ
リ
ー

�

︱
︱
菱
山
中
央
醸
造
㈲　

三
森
斉
氏

若尾果樹園（勝沼町勝沼）

一
口
飲
ん
で
、「
ワ
ッ
ハ
ッ
ハ
ー
、
ワ
ッ

ハ
ッ
ハ
ー
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
。

あ
る
化
粧
品
会
社
の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
に
、
年

齢
不
詳
の
女
性
を「
50
歳
」「
40
歳
」「
60
歳
」

と
言
い
当
て
っ
こ
し
て
い
た
が
、
ふ
た
を

開
け
て
み
る
と
70
歳
！
。
一
同
皆
、
ワ
ッ

ハ
ッ
ハ
ー
、
ワ
ッ
ハ
ッ
ハ
ー
と
歓
声
を
上

げ
る
。
お
見
事
！
と
い
う
若
さ
だ
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
。
菱
山
中
央
醸
造
の
ワ
イ

ン
（
甲
州
）
は
、
そ
ん
な
天
晴
な
ワ
イ
ン

で
あ
る
。
そ
れ
で
取
材
を
決
め
た
。

４
月
初
め
、
勝
沼
は
桜
満
開
で
あ
っ
た
。

駅
周
辺
が
花
見
の
公
園
で
あ
る
。
勝
沼
ぶ

ど
う
郷
駅
を
降
り
、
歩
い
て
10
分
く
ら
い

の
と
こ
ろ
、「
ぶ
ど
う
の
丘
」
の
入
口
辺
り

に
、
菱
山
中
央
醸
造
㈲
が
あ
る
。
周
辺
す

べ
て
ブ
ド
ウ
畑
で
あ
る
。
菱
山
地
区
は
勝

沼
で
も
一
番
い
い
ブ
ド
ウ
が
取
れ
る
と
定

評
が
あ
る
。

菱
山
中
央
醸
造
㈲
（
三
森
斉
代
表
、
54

歳
）
は
、
農
家
組
合
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
あ
る
。

農
家
が
ブ
ド
ウ
を
持
ち
寄
り（
10
月
中
旬
）、

共
同
作
業
で
ワ
イ
ン
を
醸
造
し
、
一
冬
発

酵
さ
せ
、
３
月
蔵
出
し
に
は
持
ち
寄
っ
た

ブ
ド
ウ
量
に
応
じ
て
ワ
イ
ン
を
一
升
瓶
に

詰
め
て
持
ち
帰
る
。
つ
ま
り
、
自
分
た
ち

の
原
料
を
自
分
た
ち
で
仕
込
み
、
自
分
た

ち
で
瓶
詰
め
す
る
。
農
家
の
晩
酌
用
だ
。

掛
か
っ
た
経
費
は
税
金
を
含
め
て
折
半
す

る
。当

初
、
組
合
員
は
60
軒
あ
っ
た
が
、
離

農
や
高
齢
化
で
、
現
在
、
ブ
ド
ウ
を
持
ち

寄
っ
て
委
託
醸
造
す
る
農
家
は
25
軒
で
あ

る
。
自
家
消
費
用
は
少
な
い
人
は
一
升
瓶

50
本
（
７
２
０
㎖
１
２
５
本
）、
多
い
家
は

一
升
瓶
１
０
０
本
で
あ
る
。
昔
は
全
量
、

農
家
が
持
ち
帰
り
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は

６
対
４
、
農
家
持
ち
帰
り
６
、
会
社
キ
ー

プ
４
（
販
売
用
）
で
あ
る
。

生
産
規
模
は
一
升
瓶
換
算
４
０
０
０
本

（
７
２
０
㎖
１
万
本
）の
小
さ
な
蔵
で
あ
る
。

生
産
能
力
は
５
０
０
０
本
可
能
で
あ
り
、

今
後
、
生
産
を
増
や
す
方
向
だ
。

農
家
が
こ
こ
に
持
ち
込
む
量
は
生
産
量
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の
１
％
程
度
で
あ
る
。
こ
の
地
区
の
農
家

は
平
均
１
５
０
ａ
作
付
け
し
て
い
る
。
10

ａ
当
た
り
単
収
は
１
・
５
～
２
ｔ
で
、
多

く
は
生
食
用
ブ
ド
ウ
で
あ
り
、
醸
造
用
も

農
協
や
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
販
売
す
る
。
自
家

消
費
の
た
め
こ
の
共
同
醸
造
場
に
持
ち
込

む
の
は
、
少
な
い
人
は
１
０
０
㎏
、
多
い

人
で
３
０
０
㎏
で
あ
る
。
農
家
の
粗
収
入

は
１
５
０
ａ
規
模
で
１
５
０
０
万
～
２
０

０
０
万
円
の
よ
う
だ
。

同
社
の
始
ま
り
は
、
昭
和
初
期
、
国
か

ら
菱
山
地
区
に
葡
萄
酒
の
醸
造
免
許
が
三

森
家
に
下
り
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。
勝

沼
は
コ
メ
が
取
れ
な
い
の
で
、
葡
萄
酒
を

造
っ
て
い
た
歴
史
が
あ
る
。
昔
は
「
酒
税
」

が
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
酒
税
が

課
税
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
密
造
が
始
ま
っ

た
の
で
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、

お
上
主
導
で
共
同
醸
造
場
が
で
き
た
。
個

人
で
は
な
く
、
地
区
や
集
落
単
位
で
共
同

免
許
が
出
た
。
こ
れ
が
さ
ら
に
集
約
さ
れ

て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
三
森
氏
の
話
に

よ
る
と
、
地
元
資
本
の
大
手
で
あ
る
勝
沼

醸
造
㈱
な
ど
は
庄
屋
的
な
存
在
だ
っ
た
の

で
個
人
免
許
が
出
た
。
一
方
、
外
部
資
本

の
マ
ン
ズ
ワ
イ
ン
な
ど
は
共
同
醸
造
場
を

会
社
ご
と
買
収
し
て
進
出
し
て
き
た
ワ
イ

ナ
リ
ー
で
あ
る
（
昭
和
初
期
は
免
許
が
出

な
か
っ
た
の
で
買
収
）。
今
、
勝
沼
に
30
余

あ
る
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
産
業
構
造
は
こ
う
し

て
形
成
さ
れ
た
。

熟
し
た
ブ
ド
ウ
、
手
搾
り

菱
山
中
央
醸
造
の
甲
州
ワ
イ
ン
の
旨
さ

の
秘
密
は
何
か
。
農
家
の
人
た
ち
が
自
分

の
晩
酌
用
に
造
っ
て
い
る
の
で
、
と
て
も

贅
沢
に
仕
込
ん
で
い
る
。

昔
な
が
ら
の
「
手
搾
り
」
で
あ
る
。
写

真
に
見
る
よ
う
に
、
木
製
の
破
砕
機
や
搾

汁
機
を
使
っ
て
い
る
。
今
の
搾
汁
機
は
３

代
目
で
、
１
９
５
０
年
代
（
昭
和
30
年
代
）

か
ら
使
用
し
て
い
る
。
手
搾
り
で
あ
る

た
め
、
歩
留
ま
り
は
半
分
で
あ
る
（
大
手

ワ
イ
ナ
リ
ー
の
機
械
搾
り
は
７
～
７
割
５

分
）。
機
械
搾
り
だ
と
、
果
皮
の
周
り
の
渋

み
ま
で
果
汁
と
な
り
、
苦
み
が
入
り
や
す

く
な
る
。

も
う
一
つ
は
、
原
料
ブ
ド
ウ
の
品
質
が

良
い
。
菱
山
地
区
の
ブ
ド
ウ
は
美
味
し
い

と
定
評
が
あ
る
。
東
京
大
田
市
場
で
も
評

判
が
良
い
。
こ
の
高
品
質
ブ
ド
ウ
地
区
の

農
家
が
、
自
分
が
飲
む
た
め
の
ワ
イ
ン
造

り
で
あ
る
か
ら
、
完
熟
し
た
、
選
り
す
ぐ

り
の
ブ
ド
ウ
を
持
ち
寄
る
。
菱
山
の
ブ
ド

ウ
の
旨
味
や
、
遅
摘
み
な
ら
で
は
の
味
わ

い
が
す
る
ワ
イ
ン
だ
。
ワ
イ
ン
は
８
割
は

ブ
ド
ウ
で
決
ま
る
と
い
わ
れ
る
。
特
別
の

原
料
ブ
ド
ウ
で
造
る
以
上
、
旨
い
ワ
イ
ン

に
な
る
の
は
当
た
り
前
だ
。

も
っ
と
も
、
三
森
氏
に
よ
る
と
、
昔

は
味
が
違
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
25
年
位
前

（
90
年
代
前
半
）ま
で
は
、美
味
し
く
な
か
っ

た
。三
森
氏
が
就
農
し
た
の
は
92
年
で
あ
っ

た
。
そ
の
２
年
後
、
イ
ケ
ダ
ワ
イ
ナ
リ
ー

㈱
の
池
田
氏
（
醸
造
家
）
に
技
術
を
教
わ
っ

て
美
味
し
く
な
っ
た
と
い
う
。

現
在
、
３
種
類
の
ワ
イ
ン
を
造
っ
て
い

る
。
甲
州
の
辛
口
、
甘
口
、
ロ
ゼ
ワ
イ
ン

で
あ
る
。
甘
口
は
補
糖
し
て
い
る
の
か
と

思
い
き
や
然
に
非
ず
、
酵
母
菌
が
糖
分
を

分
解
す
る
の
で
あ
る
が
、
発
酵
時
間
を
少

し
短
く
し
、
発
酵
を
途
中
で
止
め
る
と
糖

分
が
残
り
甘
い
と
い
う
。
第
３
の
ロ
ゼ
ワ

イ
ン
は
、
生
食
用
の
残
り
物
を
使
う
。
巨

峰
、
ピ
オ
ー
ネ
、
マ
ス
カ
ッ
ト
ベ
ー
リ
ー

Ａ
な
ど
の
混
醸
で
、
毎
年
味
が
違
う
。
昔

か
ら
こ
れ
は
あ
っ
た
。
昭
和
30
～
50
年
頃

は
デ
ラ
ウ
ェ
ア
が
多
か
っ
た
が
、
近
年
は

マ
ス
カ
ッ
ト
ベ
ー
リ
ー
Ａ
と
巨
峰
が
多
い
。

３
種
類
と
も
、
販
売
価
格
は
２
０
０
０
円

プ
ラ
ス
消
費
税
で
あ
る
。
ラ
ベ
ル
の
な
い

葡
萄
酒
た
ち
で
あ
る
。

農
業
生
産
法
人
「
ぶ
ど
う
ば
た
け
」

三
森
氏
は
「
農
業
生
産
法
人
ぶ
ど
う
ば

た
け
」
も
経
営
し
て
い
る
。
経
営
規
模
５

ha
、
す
べ
て
借
地
で
あ
る
。
70
筆
、
遠
く

山
梨
市
ま
で
広
が
っ
て
い
る（
車
で
20
分
）。

父
か
ら
経
営
を
継
承
し
た
当
時
は
１
・
８

ha
、
法
人
化
（
２
０
０
６
年
）
し
た
頃
か

ら
増
え
始
め
、
５
年
前
に
５
ha
に
な
っ
た
。

最
近
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
が
大
ヒ
ッ

ト
し
た
の
で
、
担
い
手
が
増
え
、
土
地
流

動
化
が
従
来
に
比
べ
抑
制
さ
れ
て
い
る
。

地
代
は
10
ａ
当
た
り
３
万
円
で
あ
る
が
、

安
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
５
ha
全
部
で
１
０

０
万
円
で
あ
る
（
10
ａ
当
た
り
平
均
２
万

円
）。
10
年
後
、７
ha
を
目
標
に
し
て
い
る
。

５
ha
の
う
ち
、
４
ha
は
巨
峰
、
ピ
オ
ー

ネ
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
な
ど
生
食
用

の
栽
培
、
１
ha
が
醸
造
用
で
、
ワ
イ
ナ
リ
ー

向
け
販
売
、
自
社
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ジ
ュ
ー

ス
向
け
、
共
同
醸
造
場
向
け
で
あ
る
。
畑

菱山中央醸造の木製の搾汁機と破砕機
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は
草
生
栽
培
で
、
除
草
に
ヤ
ギ
を
活
用
し

て
い
る
畑
も
あ
る
。
従
業
員
は
家
族
プ
ラ

ス
雇
用
５
人
（
月
給
15
万
～
20
万
円
）。
売

上
高
は
１
億
円
を
目
指
し
て
い
る
。

後
継
者
・
三
森
基
史
氏
（
27
歳
）
は
東

京
農
大
（
農
学
科
）
卒
後
、
米
国
コ
ロ
ラ

ド
大
学
で
２
年
間
研
修
し
、
す
で
に
就
農

し
て
い
る
。
ワ
ッ
ハ
ッ
ハ
ー
の
ワ
イ
ン
を

造
っ
て
い
る
共
同
醸
造
場
も
、「
ぶ
ど
う
ば

た
け
」
も
、
競
争
力
の
あ
る
経
営
で
あ
る
。

益
々
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。

6��

勝
沼
の
比
較
優
位
は
何
か

勝
沼
は
、
ブ
ド
ウ
栽
培
、
ワ
イ
ン
造
り
、

入
込
観
光
客
数
２
５
０
万
人
と
い
う
サ
ー

ビ
ス
産
業
で
発
展
し
て
い
る
。
ブ
ド
ウ
農

業
を
基
に
し
た
６
次
産
業
化
で
発
展
し
て

い
る
。
将
来
も
、
同
じ
よ
う
に
発
展
で
き

る
で
あ
ろ
う
か
。

ブ
ド
ウ
栽
培
は
、
１
９
５
０
年
代
、
勝

沼
が
独
走
状
態
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、

北
海
道
や
長
野
、
岡
山
な
ど
全
国
に
広

が
っ
た
。

ワ
イ
ナ
リ
ー
の
展
開
を
見
て
も
、
国
産

ブ
ド
ウ
を
使
用
す
る
日
本
ワ
イ
ン
の
大
手

資
本
は
、
最
近
、
山
梨
県
内
の
北
杜
市
や

南
ア
ル
プ
ス
市
、
長
野
県
に
自
社
園
を
開

設
す
る
動
き
が
あ
り
、
メ
ッ
カ
勝
沼
の

シ
ェ
ア
は
低
下
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
日

本
も
長
期
的
に
は
自
社
畑
で
ワ
イ
ン
造
り

を
行
な
う
ワ
イ
ナ
リ
ー
（
仏
の
シ
ャ
ト
ー

／
ド
メ
ー
ヌ
型
）
が
増
え
る
と
思
わ
れ
る

が
、勝
沼
は
小
面
積
の
果
樹
園
が
密
集
し
、

自
社
畑
を
所
有
す
る
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
成
長

困
難
で
あ
る
。
他
の
産
地
が
ワ
イ
ン
適
地

と
し
て
発
展
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

一
方
、
ブ
ド
ウ
狩
り
観
光
園
は
、
依
然
、

勝
沼
が
強
い
。
景
観
の
良
さ
に
加
え
、
東

京
に
近
い
と
い
う
利
点
が
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
考
え
る
と
、
勝
沼
の
「
比
較
優
位
」

は
“
観
光
農
園
”
で
は
な
い
か
。
マ
ル
サ

ン
の
若
尾
氏
が
、
将
来
、
ワ
イ
ン
づ
く
り

を
減
ら
し
、
家
業
の
観
光
園
を
規
模
維
持

す
る
と
い
う
話
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
経

済
学
的
に
も
正
解
か
も
し
れ
な
い
。

勝
沼
の
興
味
深
い
こ
と
は
、
ワ
イ
ナ

リ
ー
業
界
は
地
域
の
な
か
で
技
術
交
流
が

あ
る
点
だ
。
先
述
し
た
、
菱
山
中
央
醸
造

の
三
森
氏
は
イ
ケ
ダ
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
技
術

を
学
ん
だ
。
マ
ル
サ
ン
の
若
尾
氏
は
中
央

葡
萄
酒
で
研
修
を
受
け
た
。
フ
ジ
ッ
コ
ワ

イ
ナ
リ
ー
の
醸
造
責
任
者
は
勝
沼
醸
造
か

ら
流
出
し
た
。
な
か
で
技
術
者
が
動
い
て

い
る
。
シ
ャ
ト
ー
メ
ル
シ
ャ
ン
は
シ
ュ
ー

ル
リ
ー
製
法
や
甲
州
き
い
ろ
香
の
技
術
を

公
開
し
、
産
地
の
発
展
に
寄
与
し
た
。

こ
う
し
た
技
術
交
流
の
場
が
あ
る
こ
と

が
、
今
後
も
、
勝
沼
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
業
界

の
発
展
を
支
え
て
い
こ
う
。
小
規
模
な
が

ら
も
、
も
っ
と
旨
い

4

4

4

4

4

ワ
イ
ン
の
作
り
手
の

集
積
地
と
し
て
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。

「農村経営研究会」事務局
株式会社農業技術通信社


